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普及リーダー育成講習会
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北区役所防災・危機管理課

講師：公益財団法人 市民防災研究所
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本日の講習会の流れ

1. 普及リーダーに必要な風水害に
関する基礎知識を学ぶ

2. マイ・タイムラインの作成体験

3. 質疑応答

2



出典：中央防災会議 防災対策実行会議ワーキンググループ
「平成30年7月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）」（平成30年12月）

「自分の命は自らが守る」意識の醸成
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令和元年度

○ 大規模水害を想定した避難行動の基本方針を策定 （令和２年３月）

令和２年度

○ 避難場所（高台水害対応避難場所）の見直し （令和２年７月）

令和４年度

○ 北区水害ハザードマップ改訂＜全戸配布＞ （令和４年４月）

○ 北区マイ・タイムライン作成シートを作成

○ 北区大規模水害避難行動支援計画を策定 （令和４年１２月）

○ 「コミュニティ・タイムライン」の作成支援開始

北区では、逃げ遅れゼロを目指し、風水害対策に取り組む

近年の主な風水害対策の取組
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令和５年度

○ 避難行動要支援者対象とした「個別避難計画」の作成開始

○ 準補完型福祉避難所の新規指定（令和６年３月）

※新規指定に伴い、３つの高台水害対応避難場所の指定が解除されました。

令和６年度

○ 北区防災ポータル、北区防災アプリの運用開始

令和７年度

○ 大規模水害を想定した避難行動の基本方針の改定 （令和７年４月）

○ 「わが家の水害リスク診断書」の配布 （令和７年５月）

今後の予定

○ 水害ハザードマップ改定版の発行 （今年度中）

近年の主な風水害対策の取組
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出典：東京都北区ニュース水害特集号（令和2年7月20日号）

大規模水害時の避難行動の基本方針
基本方針に基づいて、マイ・タイムラインを作成してください！

6
基本方針の詳細については、北区ホームページで閲覧することができます。

https://www.city.kita.lg.jp/safety/disaster/1018237/1018239/1002615.html



水害・土砂災害が発生する恐れがあるときにあわてないよう、
私や家族のいのちを守るために、事前に決めておく避難計画
のことです。

家族構成や住んでいる場所に合わせて、作成することが大切
です。

マイ・タイムライン（わが家の避難計画）とは…

北区マイ・タイムライン作成シート東京マイ・タイムライン作成キット
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北区マイ・タイムライン作成シート
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北区マイ・タイムライン作成シート
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適切な避難行動でいのちを守る

地震とは違い、突然「洪水」は起こりません！

洪水の発生はある程度予測できます。防災気象情報や避難情報
を収集して、適切な避難行動を取ることで「いのちを守る」ことが
できます。
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大雨が降ると、がけは突然崩れ落ちます

大雨により土砂災害の危険性が高まったとき（例えば、大雨警報
や土砂災害警戒情報が発表されたときなど）、適切な避難行動を
取ることで「いのちを守る」ことができます。

適切な避難行動でいのちを守る
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防災気象情報や避難情報など

防災情報の意味が住⺠に理解されていません

西日本を中心に記録的な大雨となり、
200人を超える犠牲者がでました。

様々な防災気象情報や避難情報が出
されていたにも関わらず、多くの人は
避難行動を取らずに犠牲になったとみ
られています。

適切な避難行動に結びつかず犠牲となっています

近年の水害・土砂災害による被害

要因は？
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平成30年7月豪雨：西日本豪雨



「最初に避難するきっかけとなったのは何か」尋ね

たところ、周囲で浸水や川の氾濫、土砂災害が発

生するなど、「周辺の環境の悪化」と回答した人が

33.5％と最も多かった。

身に危険が差し迫るまでは避難を決断しなかった

実態が明らかになりました。（NHK被災者アンケート）

水害・土砂災害から命を守るためには

逃げ遅れないために 「早め」 に避難すること

避難開始のタイミングを決めておくことが重要
（避難スイッチ）

水害・土砂災害から身を守るためには

13

平成30年7月豪雨：西日本豪雨



マイ・タイムライン作成講座の目的

水害・土砂災害から『逃げ遅れゼロ』を目指すには、
区民一人ひとりが適切な避難行動が取れるようにする。

 住んでいる場所の水害・土砂災害リスクを把握する。

 避難に必要な避難情報・防災気象情報を理解する。

 避難先や避難を始めるタイミングなどの避難行動を
決める。

マイ・タイムライン作成講座
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 河川氾濫

 荒川

 石神井川

 新河岸川

 隅田川

 内水氾濫

 がけ崩れ（土砂災害）

 高潮

 暴風

台風接近！北区で起きる水害・土砂災害

令和元年東日本台風
岩淵水門（上）水位観測所で戦後３番目に高い水位に

平成22年7月 堀船地区で石神井川が氾濫

令和6年7月 地下道冠水（岸町）

台風接近時は、複数の災害が時間差または同時に発生する恐れがあります 15



高潮に関する情報

気圧の低い（勢力の強い）台風により海面の水位が上昇した場合、
川の水が海へ流れにくくなり水位が上昇して、氾濫の危険が高ま
ります。

東京都は、高潮による氾濫の危険性が高まったときに「高潮氾濫
発生情報」を発表します。

岩淵水門（上）観測所

潮位の変動があります
（荒川の水位も上昇）

高潮の危険が“もっとも”高まるの
は台風が最接近しているときです。

その状況では、猛烈な風が吹いて
いるので、屋外に出て避難するこ
とは非常に危険な状況です。
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高潮による影響（河川氾濫の危険性が高まる）



 高潮浸水想定区域図（R6年12月改定）策定時にお
ける高潮シミュレーションをもとに、情報伝達等に
要する時間を考慮して設定しました。

 湾奥に位置し水位を適切に監視できることから、東
京都が管理する辰巳水門（江東区）を基準水位観
測所としました。

エリアごとに発表

高潮特別警戒水位に達すると 高潮氾濫発生情報 が発表されます。

（緊急安全確保の目安となる警戒レベル５相当情報）
17

東京都における高潮特別警戒水位について

高潮特別警戒水位



※高潮が想定される大型台風の接近の場合、荒川氾濫の
危険性も高くなることから、原則として荒川の氾濫を想
定した時と同じ避難行動を取ります。

高潮ハザードマップ
（想定最大規模の高潮＋計画規模の洪水）

荒川洪水ハザードマップ
（想定最大規模の洪水）

910hpa（室戸台風級）

移動速度 73km/h
×高潮

計画規模想定最大規模洪水

※想定最大規模の高潮と想定最大規模の洪水
が同時に発生する可能性は極めて小さいこと
から想定は作成されていません。

浸水想定は、高潮ハザードマップよりも荒川洪水ハザード
マップの方が想定浸水深は深くなっています。

想定最大規模の荒川氾濫を想定した
マイ・タイムラインを作成 18



石神井川の特徴

0

2

4

6

8

17:30 18:30 19:30 20:30 21:30 22:30 23:30

時間 19:30 19:40 19:50 20:00 20:10 20:20 20:30 20:40 20:50 21:00
水位 0.86 1.09 1.96 5.41 6.39 6.57 6.53 6.41 6.13 5.58
増減 0.15 0.23 0.87 3.45 0.98 0.18 -0.04 -0.12 -0.28 -0.55

水位観測所：板橋区仲宿

20:25頃越水
（ｍ）

明治通りが冠水（北区堀船）

１０分間に 約３.５ｍ も水位が急上昇しました

平成２２年７月５日（月）、板橋区で１時間に１１４ミリの大雨が降り、石神井川が
越水して北区堀船で浸水被害が発生しました。

平成22年 石神井川氾濫

19



隅田川の特徴

岩淵水門を閉鎖して、隅田川の氾濫を防ぎます

出典：荒川下流河川事務所「令和元年10月台風第19号による荒川下流管内の出水状況等について」
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熊谷
6.25ｍ

10/12 18:00
左岸76.53km

治水橋
13.08ｍ

10/13 5:00
右岸41.89km

岩淵水門（上）
7.17ｍ

10/13 9:50
右岸21.08km

11h 5h

34.64km 20.81km

※観測史上最高水位 ※観測史上最高水位

概ね半日 ４～５時間

令和元年東日本台風（台風１９号） 荒川の水位

荒川の特徴

水位観測所におけるピーク時の水位

台風が過ぎ去った後に荒川の水位がピークに

（雨が止んでいても氾濫することがあります）

※１ ※１

※１ 過去の出水状況から上流から下流への水位ピークの時間差（参考値）

荒川第一調整池
（過去最大約3,500㎥貯留）現在、荒川第二・第三調整池を整備中

事業期間：令和12年度まで
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過去に荒川氾濫の危険が高まったとき

【参考】荒川氾濫の危険が高まることは、そう多くはありません。

1924年観測以来、荒川の岩淵水門（上）水位観測所で...

 これまで「氾濫危険水位」（７．７ｍ）を超えたのは２回
 これまで「避難判断水位」（６．５ｍ）を超えたのは３回（東日本台風を含む）

台風又は熱帯低気圧がもたらした大雨により荒川の水位が上昇
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毎回、台⾵が来たら逃げてください
ということではありません...

荒川の氾濫する危険が⾼まったときは
“逃げて” ください︕
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中小河川（石神井川・新河岸川等）の氾濫

土砂災害（がけ崩れ）の発生

荒川（大河川）の氾濫

【最悪のシナリオ】

中小河川の氾濫後に荒川が氾濫すると、より避難が困難になります

時間差又は同時に複数の災害が発生する恐れがあります

台風（大雨）による複合災害シナリオ
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北区の水害・土砂災害のリスクを知る

洪水ハザードマップ

▼荒川が氾濫した場合

川が氾濫した場合の想定浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域が
わかります。

▼石神井川が氾濫した場合

川が氾濫した場合と内水氾濫した場合の想定浸水深、浸水継続時間、家屋倒
壊等氾濫想定区域がわかります。

▼隅田川・新河岸川・神田川が氾濫した場合

川が氾濫した場合と内水氾濫した場合の想定浸水深、浸水継続時間、家屋倒
壊等氾濫想定区域がわかります。

土砂災害ハザードマップ

土砂災害の危険がある「土砂災害警戒区域」または「土砂災害特別警戒区域」
がわかります。

※洪水ハザードマップにも表示されています。
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想定最大規模降雨：荒川流域の72時間総雨量632mm

洪水ハザードマップ～荒川が氾濫した場合～

家屋倒壊等氾濫
想定区域

５ｍ以上の浸水が
想定

３ｍ以上の浸水が
想定

26（参考：令和元年東日本台風 3日雨量（流域平均）は446mmを記録）



０.５ｍ以上の浸水が２週間以上継続する可能性があります

洪水ハザードマップ～荒川が氾濫した場合～

（浸水継続時間）
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土砂災害
警戒区域

土砂災害
特別警戒区域

洪水ハザードマップ～荒川が氾濫した場合～

拡大図

土砂災害ハザードマップ

28区内に土砂災害警戒区域９７カ所、土砂災害特別警戒区域７１カ所があります
（令和７年１月現在）



河川氾濫による
浸水

（外水氾濫）

河川氾濫以外
の浸水

（内水氾濫）

想定最大規模降雨：1時間雨量153mm、総雨量638mm

洪水ハザードマップ～石神井川が氾濫した場合～

29

中小河川の洪水ハザードマップでは、浸水の想定は 外水氾濫？又は内水氾濫？



東京都防災アプリでは、水害リスクマップの中で国や都が作成して
いる浸水想定区域図、浸水予想区域図、土砂災害（特別）警戒区域
を確認することができます。

GPS機能との連動により、今いる場所の水害リスクを容易に確認す
ることができます。

ダウンロードサイトへ

リスクを確認したい
場所をタッチすると
浸水深が表示される
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避難の意識改革が必要！

避難は徒歩で
避難先は自宅から一番近い避難場所に

水害・土砂災害からいのちを守る避難

31

危険が差し迫ったときの避難しかイメージがない！
（雨や風が強くなる前に、公共交通機関を利用して避難する方法についても周知する必要がある）

×



避難場所に行くことだけが「避難」ではありません

避難場所の密集回避や避難場所での環境変化などに
よって体調を崩さないように、区が開設する「高台水害
対応避難場所」だけでなく、他の避難先も考えましょう。

（過ごしやすい場所に避難することを検討します。）

32

分散
避難

避難 とは「難」を避けること

（身の安全を確保すること）

避難のキーワード



令和7年4月、基本方針の一部が改定され、浸水継続時間が３日未満の地域など
一定条件を満たす場合には、「屋内安全確保」（垂直避難）も選択できるようになりました。

しかし、浸水しない安全な地域へ避難することが原則であることに変わりはありません。

北区が最も推奨する避難行動とは…

出典：東京都北区ニュース水害特集号（令和2年7月20日号）
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自宅に留まり安全を確保することも検討しましょう。

在宅避難（屋内待機）

※但し、浸水又は土砂災害の危険がない場所に居住している人でも、ハザードマップ
で想定されていない浸水などに注意するとともに、特に台風接近時は強風への備え
や停電対策は必要です。

※自宅に留まることに少しでも不安がある場合には、躊躇なく避難行動を取りましょう。

① 浸水又は土砂災害の危険がない場所に居住している人

（ハザードマップで色が塗られていないところに居住している人）

34



② 浸水又は土砂災害の危険がある場所に居住している人

災害の危険が迫る前に、災害リスクの低いより安全な地域（浸水しない場所

や土砂災害の危険がない場所）に「立退き避難」することを検討しましょう。

35

ホテル・旅館など

（避難先例）

（垂直避難）

（水平避難）

安全を確保
できる場所

（高台）水害
対応避難場所

想定されている浸水の深さ
より高い場所にある居室など

立退き
避 難

避難

小・中学校など

親戚・知人宅など（縁故避難）

屋内安全
確 保

避難者自ら避難先を確保する強く推奨

※ 浸水が想定される地域に居住する人は、原則、高台への立退き避難を推奨しています。
しかし、一定の条件を満たした場合のみ「屋内安全確保」を選択することもできます。



屋内安全確保（垂直避難）が可能な条件

ハザードマップ等で自宅等の浸水想定等を確認し、少なくとも以下①～③の
条件をすべて満たしており、住民自らの判断で自宅等の上階等、安全な場
所に留まること（待避）等により、計画的に身の安全を確保できることです。

① 自宅等が家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていないこと

② 自宅等に浸水しない居室があること

→ 想定される浸水の深さよりも、高い場所に居室があること

③ 浸水継続時間が３日未満の地域で、自宅等周辺が一定期
間浸水している間、十分な備蓄や資機材の準備をしており、
在宅での避難生活ができること。

※ 屋内安全確保除外地域

ただし、自宅等が浸水継続時間３日未満の
地域であっても、周囲を浸水継続時間３日以
上の地域に囲まれている場合を除きます。

屋内安全確保除外地域の例（王子地区） 36



想定最大規模降雨における孤立者数の想定結果

出典：関東地方整備局「社会経済の壊滅的な被害の回避」に向けた取り組み
～最大クラスの洪水・高潮による被害想定～（平成29年8月）

荒川の堤防決壊すると膨大な孤立者が…

浸水地域で孤立してもすぐに救助は来ない！

想定決壊場所：荒川右岸 21.0K （東京都北区・旧岩淵水門付近）
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浸水によりライフライン停止の可能性

出典：東京都北区大規模水害を想定した避難行動の基本方針（令和2年3月）

大規模水害時における低地でのライフライン状況
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浸水継続時間が長い地域では…
浸水しない居室など垂直避難した場合、水害からいのちを守ることができても、
浸水継続時間が長い地域では、“生活環境の悪化”でいのちを落とす恐れも

39



北区が開設する水害時の避難場所

令和6年4月、避難場所の一部変更

※ 準補完型福祉避難所では、要配慮者利用施設並びに
避難行動要支援者の受入を優先します。

40北区水害ハザードマップ P8,9参照



想定される災害によって開設する避難場所が異なります

▼ 荒川・中小河川の氾濫・土砂災害を想定

● 高台水害対応避難場所

大
型
台
風

集
中
豪
雨

▼ 石神井川の氾濫・土砂災害を想定

● 水害対応避難場所

※ 想定される災害の規模によっては、自主的な避難先
として一部の避難場所のみ開設する場合もあります。

※ 北区メールマガジンなどで、どこの避難場所が開設
されるかを確認して避難行動を取りましょう。

※ 開設される避難場所によって、区が危機感を持って
いる災害を知ることができます。 41

北区が開設する水害時の避難場所



■ 避難場所

水害が発生する前に、区民が命を守るために
避難する施設や場所のことです。

避難場所では、水害等の災害発生に備えて備
蓄食料等は確保しておく必要があり、水害の発
生前に避難者へ水や食料を提供することは原
則として行わないため、避難者自身で用意・持
参する必要があります。

■ 避難所

水害が発生した後に、自宅が洪水や土砂災害などにより被災した
区民が一時的に生活をする施設です。

※ 区が開設をする避難場所は、基本的に水害発生前の避難場所と水害発生後の避難
所の両方の役割をもっています。つまり、水害が発生後は「避難所」になります。

避難場所と避難所の違いは？

42



多くの人が避難場所以外への避難が必要

※北区では現在、避難場所のさらなる確保に向けて協定締結に向けて取り組んでい
ます。また、東京都と連携して、広域避難先施設の確保を進めています。

※区では、避難してきた人の受け入れを拒否するようなことはありませんが、プライバ
シーや感染症対策等を踏まえると、決して過ごしやすい環境ではないため、分散避
難を推奨しています。 43

（参考）高台水害対応避難場所：42,422人
福祉避難所：9,304人

出典：東京都北区大規模水害を想定した避難行動の基本方針解説章（令和7年4月改定）



情報を活用して、災害が起きる前にいのちを守る避難行動を取る

防災行動のトリガー情報

気象庁や国土交通省、東京都が発表する気象警報、
洪水予報、土砂災害警戒情報などで、段階的に災害
の危険性を知らせてくれる情報（注意→警戒→危険）
です。

防災気象情報

防災気象情報などの様々な情報をもとに、自治体が
総合的に災害の危険性を判断し、住民に避難を促す
情報です。

避難情報

水害・土砂災害からいのちを守るには“情報”が重要

防災行動のトリガーとなる避難・防災気象情報

44



５段階の警戒レベルと避難情報

高

災
害
切
迫
度

災害発生

警戒レベル５ （行動：命の危険 直ちに安全確保！）

緊急安全確保

警戒レベル４ （行動：危険な場所から 全員避難！）

避難指示

警戒レベル３ （行動：危険な場所から 高齢者等は避難！）

高齢者等避難

※警戒レベル５（緊急安全確保）は、必ず発令されるものではありません。

警戒レベルと取るべき⾏動を理解しておきましょう︕

～～～～～ 警戒レベル４までに必ず避難！ ～～～～～
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避難の判断に役立つ主な防災気象情報

出典：気象庁ホームページ

住民の避難行動の参考となるように、国交省と気象庁が共同して発表します。

北区メールマガジンで荒川洪水予報を受信したら、詳細ページを開いてどこの水位
観測所で水位が上昇しているかを確認しましょう。

出典：荒川下流河川事務所資料

荒川洪水予報

荒川洪水予報区間の基準観測所

（上流から 熊谷（熊谷市） → 治水橋（さいたま市） → 岩淵水門（上）（北区））

46



観測所ごとに現況
と６時間先までの
今後の水位の予測
がグラフで表示さ
れています観測所ごとに現況

と今後の水位の見
通しが文書で記述
されています

今後の水位の見通しを確認します

指定河川洪水予報の見るポイント

47



現時点では、北区メールマガジンでは「石神井川洪水予報」は発表されません。
（北区メールマガジンでは、北区独自に設定した氾濫注意水位及び氾濫危険水位到達時に情報が配信されます。）

避難の判断に役立つ主な防災気象情報

石神井川洪水予報

48

石神井川基準地点

・溝田橋（北区）

・加賀橋（板橋区）

・稲荷橋（練馬区）

・向台（西東京市）
出典：東京都水防協議会会議資料



命に危険を及ぼす土砂災害がいつ
発生してもおかしくない状況となった
ときに「土砂災害警戒情報」が発表さ
れます。

土砂キキクルは、大雨による土砂災
害発生の危険度の高まりを、地図上
で５段階に色分けして示す情報です。

土砂災害警戒情報と土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）危険度分布）

- 令和元年東日本台風による大雨 -

10/12 21:23 北区に土砂災害警戒情報が発表

土砂キキクル

※キキクルは当時のまま

避難の判断に役立つ主な防災気象情報

49
出典：気象庁資料

東京都土砂災害危険度情報
スマートフォンの位置情報を活用すると、今いる場所の土砂災害
警戒区域や土砂災害の危険度を簡単に確認することができます。

東京都
土砂災害危険度情報



避難情報と防災気象情報の収集方法

50

北区防災ポータル

北区防災アプリ



北区防災ポータル

防災に関する情報を取りまとめたポータルサイトを開設
いざという時にすぐ確認できるようブックマークに登録しておきましょう！

また、防災アプリの運用開始！防災ポータルとほぼ同様の情報を確認でき、
プッシュ通知により、緊急情報をリアルタイムで確認できます。

iOS用

Android用

北区防災アプリダウンロード

北区防災ポータル・北区防災アプリ

51

避難情報と防災気象情報の収集方法



気象庁等が発表する各種気象情報や地震情報などを電子メール
及び北区公式LINEにて、配信するサービスです。

※石神井川氾濫注意水位はこのサービスでのみ配信されます。

登録用QRコード

北区独自の情報配信があります

緊急のお知らせ
＋

北区メールマガジン（防災・気象情報）

52

避難情報と防災気象情報の収集方法



緊急速報「エリアメール」・緊急速報メール

対象エリアにいる携帯電話の利用者に

北区が配信する「災害・避難情報」

国土交通省が配信する「洪水情報」

（荒川が氾濫の恐れがある又は氾濫が発生した情報）

などを一斉に配信するサービスです。

災害・避難情報の専用着信音

53

避難情報と防災気象情報の収集方法

国土交通省発信情報



テレビのリモコンで「ｄ」ボタンを押して
「地域の防災・生活情報」を選択

※NHKの場合

気象警報や避難情報、開設避難所情報、
河川水位情報などを確認できます。

図：NHKホームページ

地上デジタルテレビのデータ放送

54

避難情報と防災気象情報の収集方法



ハザードマップを見て確認すること

■ 洪水ハザードマップ

想定最大規模（1000年以上に一度の大雨）の想定で

①想定される浸水の深さ
（自宅の何階まで浸水する恐れがあるか？）

②浸水継続時間
（孤立する可能性がある0.5ｍ以上の浸水がどれくらい続く可能性があるか？）

③家屋倒壊等氾濫想定区域の該当の有無
（自宅が木造住宅で、氾濫流で家ごと流される恐れがある地域にあるか？）

■ 土砂災害ハザードマップ

・土砂災害（特別）警戒区域の該当の有無 55

避難が必要？ それとも避難の必要はない？



３Ｄ荒川洪水ハザードマップ

56



３Ｄ荒川洪水ハザードマップ

自宅の浸水がよりイメージできます 57



国土交通省「浸水ナビ」

58
https://suiboumap.gsi.go.jp/



国土交通省「浸水ナビ」

ハザードマップは複数の決壊箇所の浸水想定を
重ね合わせて作成されています

59



浸水ナビでは、決壊地点ごとの浸水想定を確認できます

国土交通省「浸水ナビ」

※青い丸が決壊地点
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国土交通省「浸水ナビ」

氾濫してから、氾濫水が到達するまでの時間も確認できます

61



国土交通省「川の防災情報」

川の水位情報などを調べることができる他、地点登録すると
その地点の浸水する可能性がある河川の水害リスクを調べることができます

62https://www.river.go.jp/



63

国土交通省「川の防災情報」

地点登録場所：赤羽会館



人前で話をするときのポイント

 ゆっくりと大きな声でお話をしましょう。

 聞いている人の目を見て話すようにしましょう。

 時々質問を投げかけてみましょう。

 背中を向けないようにしましょう。

 自らの体験や近年起きた水害・土砂災害の事例
など具体的なエピソードを入れるといいでしょう。
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マイ・タイムラインの作成体験！
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避難が必要な地区ごとの避難行動様式

避難行動を考えよう（例：浮間地区）

66



計画運休前に電車を利用して避難する場合
【参考】令和元年東日本台風

２１時ごろ、東京に台風最接近
１２時ごろ、埼京線・京浜東北線運休

JR埼京線を使って高台へ

67

旧清水小学校

西が丘小学校

北赤羽

十条

板橋

赤羽



自家用車で避難する場合

警戒レベル３（高齢者等避難）までに移動を開始

※区内の高台水害対応避難場所には駐車スペースはありません

68



これまでの作成講座を振り返って

 参加者の多くがハザードマップを一度も見たことが
なく見方がわからない人が多いです。

 区内各地域から参加される講座では、災害リスクの
確認に時間を要することが多いです。

 一方で、町会・自治会単位など特定の地域の方が
参加する講座では、災害リスクは共通しているので、
災害リスクの確認はスムーズに進みます。

 水害・土砂災害のリスクがない高台に居住する参加
者もいます。その場合、暴風への備えや低地に住
む親族・知人の受け入れなどを考えてもらうように
促すのもいいでしょう。
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これまでの作成講座を振り返って

 参加者の中には、区の基本方針と異なる避難の考
えを持っている人もいます。避難するか？避難しな
いか？の最終判断はあくまでもそれぞれの個人の
判断です。講座を通して、区の基本方針を理解して
いただき、それぞれの考えで、マイ・タイムラインを
作成してもらいましょう。

 参加者から区の基本方針に対する様々な意見が寄
せられます。区が認定する普及リーダーとして、
区の基本方針とは異なる回答は避け、防災・危機
管理課に問い合わせていただくようします。
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マイ・タイムライン普及リーダーの認定後

 風水害時の避難に関する最新の知識を習得し
ていきましょう。

（普及リーダーを対象としたフォロー研修を行っています。）

 北区の大規模水害を想定した避難行動の基本
方針をしっかりと理解しましょう。

 地域でマイ・タイムライン作成講座を開催するな
ど、マイ・タイムラインの普及に努めてください。

 マイ・タイムライン作成講座を、最初から一人で
行うのは不安かもしれません。可能であれば、
複数の普及リーダーと一緒に開催しましょう。
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